
グループワーキングについて 
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■後期実行計画策定についての考え方 

 前期実行計画を引き続き継続し，後期は定着を目指したいと考えています。ただし，前期では「創設」だったものは「拡充」や「充実」という

形を目指したいと思います。その上で，新規に必要な事業があれば追加していく考えです。 

 

■進め方 

 検討委員会（第３回～第５回）で事業案を提案します。各グループで該当する推進項目で実施すべき事業提案をまとめてください。 

前期実効計画の各事業の進捗状況と，現在の課題について踏まえたうえで，後期期間の目標を設定し，目標を達成するためには「何を」「どうや

って」実施していったらよいのか検討し，提案していただきます。 

第 5 回までの提案を踏まえ作成した素案を，第 6・7 回は全体で検討していきます。 

 話し合うこと・決めること 

第３回 前期実行計画の進捗状況を踏まえて，後期の方向性を見出す。（前期事業の仕分け＋新規に取り組む必要があるもの） 

第４回 推進項目一覧表に掲載する事業案の設定。 

第５回 推進項目実行計画内容を検討。（どうやって実施すれば目的達成できるか，推進内容を提案） 

第６回 素案案について全体で検討，推進項目実行計画内容の年度別実行計画を検討。（いつ実施すれば目的達成できるか） 

第７回 推進項目実行計画内容と年度別実行計画素案の策定。←パブリックコメントにかける内容を委員会で決定します。 

 ※毎回，各グループ単位で話し合った内容を会議終盤で発表し合い，全体で内容を共有し意見を出し合います。他のグループに属する人からの

意見も今後の検討の参考となると思います。また、アドバイザーからもアドバイスをいただきます。 
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